
1 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（八）

本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
お
よ
び

同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
二
）
1
桐
壺
香
〜
6
末
摘
花
香
」

（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
4
号
、二
〇
一
四
年
二
月
）、同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源

氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
三
）
7
紅
葉
賀
香
か
ら
12
須
磨
香
」（『
社
会
科
学
』
第

44
巻
第
1
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の

紹
介（
四
）13
明
石
香
〜
18
松
風
香
」（『
社
会
科
学
』第
44
巻
第
2
号
、二
〇
一
四

年
八
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
五
）
19
薄
雲
香
〜

24
胡
蝶
香
」（『
社
会
科
学
』
第
44
巻
第
3
号
、二
〇
一
四
年
十
一
月
）、同
「
竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
六
）
25
蛍
香
〜
30
藤
袴
香
」（『
社
会
科

学
』
第
44
巻
第
4
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種

香
』
の
紹
介
（
七
）
31
真
木
柱
香
〜
40
御
法
香
」（『
社
会
科
学
』
第
45
巻
第
1
・

2
号
合
併
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）
の
続
編
と
し
て
、
41
幻
香
か
ら
47
総
角
香

ま
で
の
七
つ
の
組
香
の
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
関
わ

る
基
本
的
な
説
明
は
『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、『
同
』
第
43
巻
第
4
号
に
詳
述
し
て
い
る
の

で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構

造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。

そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
4
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
八
）
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│
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41　

幻
香

【
翻
刻
】

 
　

△
幻
香

 
大
空
を
か
よ
ふ
ま
ほ
ろ
し
夢
に
だ
に

 

　

見
へ
こ
ぬ
玉
の
ゆ
く
ゑ
尋
ね
よ

一　

試
な
し
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
也
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
都
合
九
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙

を
開
く
べ
し
。」
四
四
ウ

一　

連
座
お
も
ひ
よ
り
次
第
、
三
炷
の
内
一
炷
を
幻
と
極
め
、
そ
の
一
炷

斗
を
聞
て
、
札
紙
に
書
出
す
也
。
た
と
へ
は
一
の
香
を
幻
に
せ
ん
と

思
は
ゝ
、
同
香
何
炷
目
〳
〵
に
出
た
る
と
聞
覚
へ
、
九
炷
濟
て
書
出

す
也
。

 

（
朱
）
一
の
香
を
幻
に
す
れ
は　

二
三
の
香
は
聞
捨
也

 

（
朱
）
二
の
香
を
幻
に
す
れ
は　

一
三
の
香
は
聞
捨
也

 

（
朱
）
三
の
香
を
幻
に
す
れ
は　

一
二
の
香
は
聞
捨
也
」
四
五
オ

 

九
包
の
内
、
同
香
三
炷
を
聞
也
。
試
な
し
。
故
一
二
三
の
名
目
は
し

れ
ず
。
何
に
て
も
同
香
を
三
炷
聞
て
幻
と
極
め
、
銘
々
書
出
す
べ
し
。

 

　
　
　
　
　
　
　

二

 

　

た
と
へ
は　
　

五　

幻　
　
　
　
　
　

名　
　
　

如
此
記
し
出
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　

七

一　

記
録
点
は
、
何
人
に
て
も
一
点
充
也
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」
四
五
ウ

 

　

幻
香
記

 

　
　
〔
表
〕」
四
六
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

二　
　
　

3
＝
9

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
各
三
包
、
計
九
包
を
出
香
す
る
。

試
香
は
な
い
。
答
え
は
名
乗
紙
に
書
き
、
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
正

答
を
披
露
す
る
。

答
え
方
は
、
三
種
類
の
香
の
う
ち
、
最
も
明
確
に
聞
き
分
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
自
信
の
あ
る
香
を
、
各
自
「
幻
」
と
決
め
、
そ
の
一
種
類
の
香

が
何
炷
目
に
出
た
か
だ
け
を
、
九
炷
す
べ
て
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
名
乗
紙

（「
札
紙
」
と
も
い
う
）
に
書
く
。「
幻
」
以
外
の
二
種
類
の
香
は
聞
捨
に
す

る
。ち

な
み
に
、
試
香
が
な
い
た
め
、
三
種
類
の
香
の
う
ち
、
ど
れ
が
「
一
」

「
二
」「
三
」
の
香
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ど
れ
に
せ
よ
、
自
ら
決

め
た
同
香
一
種
類
を
三
炷
聞
き
当
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
記
録
点
は
、

何
人
聞
き
当
て
て
も
一
点
ず
つ
加
え
る
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*



3 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（八）

以
上
の
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本
と
全
く
同
じ
組
香
で
あ
る
。
強
い
て
差

異
を
求
め
る
な
ら
ば
、「
香
之
記
」
の
記
し
方
が
、
蘭
之
園
本
は
、
聞
き
当

て
た
場
合
に
の
み
「
ま
ほ
ろ
し
」
と
記
す
の
に
対
し
、
竹
幽
本
は
、
す
べ

て
に
「
ま
ほ
ろ
し
」
と
記
し
た
上
で
、
聞
き
当
て
た
香
に
の
み
合
点
を
付

す
点
で
あ
ろ
う
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

巻
名
歌
に
詠
ま
れ
、
巻
の
名
に
も
さ
れ
た
「
幻
」
と
は
、
幻
術
使
を
意

味
す
る
。
そ
の
者
は
幻
術
を
駆
使
し
て
亡
き
人
の
魂
の
あ
り
か
を
捜
し
求

め
、
遺
族
の
思
い
を
伝
え
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
前
の
巻
で
最
愛
の
紫

の
上
を
亡
く
し
た
光
源
氏
は
悲
嘆
に
く
れ
、
生
き
る
力
を
失
っ
た
。
一
周

忌
を
済
ま
せ
た
後
、
飛
来
す
る
雁
を
見
て
源
氏
が
詠
ん
だ
和
歌
が
巻
名
歌

で
あ
る
。

　

  

大
空
を
通
ふ
幻
夢
に
だ
に
見
え
こ
ぬ
魂
の
行
方
尋
ね
よ
（
④
五
四
五

頁
）

雁
は
あ
の
世
と
こ
の
世
を
行
き
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
雁
を
幻
術

使
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
年
の
暮
れ
、
源
氏
は
出
家
の
準
備
を
し
て
、
物
語
か
ら
退
場
す
る
。

42　

匂
宮
香

【
翻
刻
】

 

　

△
匂
宮
香

 

お
ほ
つ
か
な
誰
に
問
ま
じ
い
か
に
し
て

 

　

は
し
め
も
は
て
も
し
ら
ぬ
我
身
そ

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

源
氏
の
香
、
女
三
宮
の
香
、
柏
木
の
香
、
各
三
包
充
、
匂
宮
香
一
包

ウ
香

な
り

、
都
合
十
包
の
内
、
八
包
出
香
と
す
。

一　

匂
宮
香
斗
り
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
地
香
は
試
な
し
。」
四
六
ウ

一　

地
香
九
包
打
交
、其
内
四
包
除
、残
五
包
に
匂
宮
の
香
一
包
加
へ
、都

合
六
包
と
し
、
扨
て
除
た
る
四
包
の
内
、
二
包
取
て
初
に
二
炷
開
に

焚
出
し
、
包
紙
を
開
て
後
に
六
包
を
一
炷
充
焚
出
し
、
六
炷
皆
終
て

包
紙
を
開
く
べ
し
除
た
る
二

包
は
不
用

。

一　

地
香
三
種
は
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
札
を
う
つ
。
匂
宮
香
は
試
あ
る

故
に
定
て
ウ
の
札
を
う
つ
也
。
初
二
炷
開
の
内
、
一
番
目
二
番
目
に

出
た
る
香
を
直
に
試
に
す
る
心
也
。
た
と
へ
は
一
番
目
柏
木
香
な
れ

ば
、
始
終
柏
木
香
に
は
一
の
札
を
中
り
」
四
七
オ
と
す
。
故
に
初
二
炷

の
香
と
、
後
に
出
る
六
炷
の
香
と
同
香
に
て
、
札
銘
上
下
結
た
る
を

中
と
す
る
也
。
初
二
炷
と
も
に
同
香
出
た
る
時
も
、
此
例
に
準
べ
し
。

一　

匂
宮
香
出
た
る
は
、
聞
に
左
の
哥
を
認
る
也
。

 

　
（
朱
）
三
番
目 

お
ぼ
つ
か
な　
　
（
朱
）
四
番
目 

誰
に
問
ま
じ

*

（
1
）
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（
朱
）
五
番
目 

い
か
に
し
て　
　
（
朱
）
六
番
目   

初
め
も
は
て
も

 

　
（
朱
）
七
番
目 

し
ら
ぬ
我
身
そ　
（
朱
）
八
番
目   

か
ほ
る

一　

記
録
点
は
、
匂
宮
独
聞
五
点
、
二
人
四
点
、
三
人
よ
り
三
点
充
、
聞

違
独
は
星
二
つ
、
二
人
よ
り
一
つ
充
附
る
。
地
香
独
聞
二
点
、
二
人

よ
り
一
点
充
」
四
七
ウ
聞
違
星
な
し
。
初
に
同
香
二
炷
出
た
る
に
、
聞

違
て
別
香
二
炷
と
聞
て
、
一
二
の
札
打
た
る
時
は
、
其
二
枚
の
内
と

後
五
枚
の
内
と
上
下
結
た
る
に
点
を
か
く
る
。
初
二
炷
の
出
様
に
よ

つ
て
、
初
後
に
結
た
る
香
二
組
有
事
も
あ
り
。
兎
角
に
初
後
の
上
下

結
ざ
る
は
点
な
し
。
然
と
も
、
初
二
炷
の
内
に
出
ざ
る
香
、
後
の
五

炷
の
内
斗
り
に
出
て
、
後
斗
り
に
て
上
下
結
た
る
は
是
も
中
り
に
し

て
点
あ
り
。

一　

香
元
に
は
出
香
の
名
目
を
記
し
、
聞
の
下
に
は
其
札
の
数
字
」
四
八
オ

を
認
る
べ
し
。
初
二
炷
は
中
り
て
も
点
な
し
。

一　

記
録
認
様
大
概
左
に
顕
す
。

 

　

玉
椿
紋
（
朱
）

 

　
　
　

  

初
後
と
も
に
女
三
宮
に
一
の
札
打
て
結
た
る
故
に
中
と
す
。

柏
木
は
初
に
不
出
し
て
後
斗
り
に
出
て
三
の
札
打
。
上
下
結

た
る
故
、
是
も
中
也
。

 

　

花
葵
紋
（
朱
）

 

　
　
　

  

初
後
と
も
に
女
三
宮
に
二
の
札
打
て
結
た
る
故
中
と
す
。
其

外
結
た
る
札
な
き
故
中
り
な
し
。」
四
八
ウ

 

　

黄
菊
紋
（
朱
）

 

　
　
　

  

初
後
と
も
に
女
三
宮
に
一
の
札
打
て
結
た
る
故
中
と
す
。
源

氏
は
初
に
不
出
し
て
後
斗
に
出
て
三
の
札
打
。
上
下
結
た
る

故
是
も
中
也
。
柏
木
は
二
の
札
打
て
上
下
結
た
れ
と
も
初
に

女
三
宮
に
二
の
札
打
た
る
故
、
二
の
札
は
女
三
宮
に
成
る
故

に
、
柏
木
は
中
に
成
ら
ず
、
点
な
し
。
す
べ
て
如
此
初
二
炷

の
内
に
出
た
る
札
と
後
に
打
た
る
札
と
結
ざ
る
は
点
な
し
。

 

　

糸
薄
紋
（
朱
）

 

　
　
　

  

初
後
女
三
宮
に
一
の
札
打
て
結
た
る
故
中
り
と
す
。
柏
木
も

初
に
不
出
し
て
三
の
札
打
て
結
た
る
故
是
も
中
り
也
。」
四
九

オ

 

　

匂
宮
香
之
記　
源
氏

柏
木

除
（
朱
）

 

　
〔
表
〕」
四
九
ウ
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【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

2　

初
二
炷
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 ＝

　
　

源
氏　
　
　
　
　
　
　

 　

 

2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

－　

　
　

女
三
宮　
　
　

3
＝
9 

― 

4
＝
5　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 　
　
　
　
　
　

後

　
　

柏
木　
　
　
　
　
　
　

 　

 　
　
　
　
　
　

6　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

コ

　
　

匂
宮　
　
　
　

1　
　

本
香
に
は
、「
源
氏
」「
女
三
の
宮
」「
柏
木
」
の
香
（
地
香
）
を
各
三
包
、

「
匂
宮
」
の
香
（
客
香
）
一
包
の
計
十
包
の
中
か
ら
、
八
包
を
出
香
す
る
。

試
香
は
、
一
般
に
地
香
の
み
と
い
う
場
合
が
多
い
が
、
本
組
香
で
は
「
匂

宮
」
の
香
の
み
行
う
。
ま
た
、
答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。

ま
ず
、
地
香
九
包
か
ら
四
包
を
除
き
、
残
り
の
五
包
に
「
匂
宮
」
の
香

一
包
を
加
え
て
六
包
と
す
る
。
一
方
、
除
い
た
四
包
の
中
の
二
包
を
初
段

と
し
て
二
炷
開
き
で
焚
き
、
包
紙
を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。
そ
の
後
、

先
の
六
包
を
一
炷
ず
つ
焚
き
、
す
べ
て
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
前
段
の
同

様
に
包
紙
を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
（
後
段
）。

三
種
類
の
地
香
は
、
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
、
一
炷
目
を
「
一
」
の
札
、

二
炷
目
か
ら
順
に
、異
な
る
香
に
つ
い
て
「
二
」「
三
」
の
札
を
打
つ
。「
匂

宮
」
の
香
は
試
香
が
あ
り
、
そ
れ
と
認
識
で
き
る
た
め
、「
ウ
」
の
札
を
打

つ
。
初
段
の
二
炷
開
き
は
、
地
香
の
試
香
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
。
た

と
え
ば
、
一
炷
目
が
「
柏
木
」
香
で
あ
れ
ば
、
後
段
で
も
「
柏
木
」
香
に

「
一
」
の
札
を
打
つ
。
つ
ま
り
、初
段
の
二
炷
の
香
と
後
段
の
六
炷
の
香
と

の
間
で
、
同
香
に
同
じ
札
を
打
つ
の
で
あ
る
。
な
お
、
初
段
の
二
炷
が
同

香
で
あ
っ
た
場
合
も
、
後
段
の
同
香
に
同
じ
札
を
打
つ
こ
と
で
対
応
す
る
。

す
な
わ
ち
、
初
段
の
同
香
を
聞
き
違
え
て
別
香
二
炷
と
し
、「
一
」「
二
」

の
札
を
打
っ
た
時
も
、
そ
の
二
枚
と
後
段
の
地
香
五
枚
と
の
組
み
合
わ
せ

で
、
同
香
を
聞
き
当
て
る
と
得
点
に
な
る
。
初
段
の
二
炷
の
出
方
に
よ
っ

て
は
、
初
段
と
後
段
と
の
同
香
の
組
み
合
わ
せ
が
二
組
あ
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
が
、
要
す
る
に
、
初
段
と
後
段
の
間
で
、
同
香
の
組
み
合
わ
せ
が

あ
れ
ば
得
点
と
な
る
。
な
お
、
初
段
の
二
炷
に
出
な
か
っ
た
香
が
、
後
段

の
五
炷
の
中
に
の
み
出
て
、後
段
だ
け
で
同
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、前

段
で
用
い
な
か
っ
た
数
字
の
札
を
打
っ
た
場
合
に
の
み
得
点
が
与
え
ら
れ

る
。具

体
的
に
は
「
匂
宮
香
之
記
」
の
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
場
合
、初

段
二
炷
は
い
ず
れ
も
「
女
三
宮
」
の
香
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
玉

椿
」
紋
の
札
の
持
ち
主
は
、「
一
」
と
「
二
」
の
札
を
打
つ
が
、
後
段
（
七

炷
目
）
の
同
香
に
「
一
」
の
札
を
打
っ
た
た
め
、
初
段
・
後
段
で
同
香
を

聞
き
当
て
た
こ
と
に
な
り
、
一
点
を
得
て
い
る
。
ま
た
、「
柏
木
」
の
香
は
、

前
段
に
出
ず
、
後
段
の
み
に
二
炷
出
た
（
三
炷
目
と
六
炷
目
）
の
を
、
前

段
で
打
っ
て
い
な
い
「
三
」
の
札
で
聞
き
当
て
、
二
点
を
加
え
た
。「
花

葵
」
紋
の
札
の
持
ち
主
は
、初
段
で
は
「
玉
椿
」
と
同
じ
「
一
」「
二
」
の

札
を
打
つ
が
、
後
段
の
同
香
（
七
炷
目
）
に
「
二
」
の
札
を
打
ち
、
一
点

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*

*

*

*

*
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を
得
た
。
そ
し
て
、「
黄
菊
」
紋
の
札
の
持
ち
主
も
、
初
段
で
「
一
」「
二
」

の
札
を
打
ち
、
後
段
の
同
香
（
七
炷
目
）
に
「
一
」
の
札
を
打
っ
て
、
一

点
を
得
た
。「
源
氏
」
の
香
は
、
後
段
の
み
（
五
炷
目
・
八
炷
目
）
に
出
て

い
る
が
、
前
段
で
打
っ
て
い
な
い
「
三
」
の
札
で
聞
き
当
て
、
二
点
を
加

え
た
。
だ
が
、
後
段
に
の
み
出
た
「
柏
木
」
の
香
（
三
炷
目
・
六
炷
目
）

は
、
後
段
の
み
を
見
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
二
」
の
札
で
聞
き
当
て
て
い
る

が
、
初
段
の
「
女
三
宮
」
の
香
に
、
同
じ
「
二
」
の
札
を
打
っ
て
い
る
た

め
、
前
段
と
後
段
と
の
香
の
組
み
合
わ
せ
が
誤
っ
て
お
り
、
点
は
得
ら
れ

な
い
。
さ
ら
に
、「
糸
薄
」
紋
の
札
の
持
ち
主
は
、初
段
二
炷
と
も
に
「
一
」

の
札
を
打
ち
、後
段
の
同
香
（
七
炷
目
）
に
も
「
一
」
の
札
を
打
っ
て
、一

点
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
初
段
に
打
た
な
か
っ
た
「
二
」
の
札
を
、
後
段

の
「
柏
木
」
の
香
（
三
炷
目
・
六
炷
目
）
に
打
つ
こ
と
で
、
さ
ら
に
二
点

を
加
え
て
い
る
。

「
香
之
記
」
は
、香
元
（
正
答
を
書
く
場
所
の
こ
と
。
33
藤
裏
葉
香
で
は

「
香
本
」）
に
、
香
の
名
目
を
出
香
順
に
記
す
。
ま
た
、
前
段
に
は
、
聞
き

当
て
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
札
の
数
字
を
記
し
て
お
く
。
後
段
（
三
炷

目
以
降
）
で
は
、「
匂
宮
」
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
、
何
炷
目
に
出
た
か
に

よ
っ
て
、順
に
「
お
ぼ
つ
か
な
」「
誰
に
問
ま
じ
」「
い
か
に
し
て
」「
初
め

も
は
て
も
」「
し
ら
ぬ
我
身
そ
」「
か
ほ
る
」
と
記
し
、
聞
き
外
し
た
場
合

は
、
札
の
数
字
を
記
す
。

記
録
点
と
し
て
は
、
初
段
は
聞
き
当
て
て
も
点
に
な
ら
な
い
。
後
段
の

み
得
点
の
対
象
と
な
る
。「
匂
宮
」
香
の
独
り
聞
き
は
五
点
、二
人
は
四
点
、

三
人
以
上
は
三
点
ず
つ
で
、
聞
き
違
え
は
、
一
人
で
は
星
二
つ
、
二
人
以

上
で
は
星
一
つ
を
付
す
。
ま
た
、
地
香
の
独
り
聞
き
は
二
点
、
二
人
以
上

は
一
点
で
、
聞
き
違
え
に
も
星
は
付
け
な
い
。

蘭
之
園
本
は
、「
お
ぼ
つ
か
な
」「
誰
に
と
は
ま
し
」「
い
か
に
し
て
」「
始

も
は
て
も
」「
し
ら
ぬ
我
身
は
（
竹
幽
本
で
は
「
我
身
そ
」）」
を
、竹
幽
本

と
同
様
に
聞
き
の
名
目
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
順
に
「
一
」
か
ら
「
五
」

ま
で
の
五
種
類
の
香
銘
と
し
て
も
用
い
る
。
各
二
包
、
全
十
包
を
用
意
し
、

無
試
十
炷
香
の
要
領
で
二
炷
聞
き
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、竹
幽
本
は
、前

段
と
後
段
と
の
同
香
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
加
点
す
る
と
い
う
組
香
の

構
造
や
得
点
の
方
法
が
、
か
な
り
複
雑
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

香
の
名
目
に
見
ら
れ
る
「
源
氏
」「
女
三
宮
」「
柏
木
」「
匂
宮
」、
お
よ

び
聞
き
の
名
目
の
「
か
ほ
る
」（
薫
）
は
、す
べ
て
登
場
人
物
を
示
す
。
薫

は
源
氏
と
女
三
宮
の
間
に
生
ま
れ
た
息
子
、
と
世
間
で
は
思
わ
れ
て
い
た

が
、
実
は
柏
木
が
女
三
宮
に
近
づ
い
て
生
ま
れ
た
子
で
あ
っ
た
。
成
長
し

た
薫
は
、
自
分
の
出
生
に
疑
い
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
巻
名
歌
を
詠
む
。

　
  

お
ぼ
つ
か
な
誰
に
問
は
ま
し
い
か
に
し
て
始
め
も
果
て
も
知
ら
ぬ
わ

が
身
ぞ
（
⑤
二
四
頁
）

*

*

*
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現
代
で
は
「
誰
に
問
は
ま
し
」（
誰
に
問
い
尋
ね
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
）
と

解
釈
す
る
が
、竹
幽
本
は
「
誰
に
問
ふ
ま
じ
」（
誰
に
も
問
い
尋
ね
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
）
と
打
ち
消
し
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
薫
は
若
い
時
か
ら
出
家
を
願
望
す
る
物
静
か
な
青
年
に
な
っ

た
。
経
典
に
よ
る
と
、仏
は
生
ま
れ
つ
き
芳
香
を
発
し
た
、と
さ
れ
る
。
薫

も
ま
た
、
香
ば
し
さ
が
身
に
備
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
羨
ん
だ
の
が
、
光

源
氏
の
孫
に
あ
た
る
匂
宮
で
あ
る
。
薫
に
対
抗
し
て
薫
物
に
執
心
し
、
薫

と
は
正
反
対
の
社
交
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
貴
公
子
が
、
光
源
氏
亡

き
後
の
主
人
公
に
な
り
、
物
語
は
展
開
す
る
。

43　

紅
梅
香

【
翻
刻
】

 

　

△
紅
梅
香

 

心
あ
り
て
風
の
匂
は
す
そ
の
ゝ
む
め
に

 

　

ま
つ
う
く
ひ
す
の
と
は
す
や
有
べ
き

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

風
の
香
三
包
、
匂
の
香
三
包
、
園
の
香
一
包
、
待
の
香
一
包
、
梅
の

香
一
包
、
鴬
の
香
一
包
、
都
合
十
包
出
香
と
す
。

一　

風
の
香
、
匂
の
香
、
園
の
香
、
待
の
香
、
外
に
拵
、
試
に
出
す
。
梅
」

五
〇
オ
鴬
の
香
は
試
な
し
。

一　

風
の
香
三
包
に
園
の
香
一
包
、
梅
の
香
一
包
を
入
交
て
、
初
の
五
炷

と
し
、
大
包
し
て
上
に
初
と
記
置
く
。

一　

匂
の
香
三
包
に
待
の
香
一
包
、
鴬
の
香
一
包
を
入
交
て
、
後
の
五
炷

と
し
、
大
包
し
て
上
に
後
と
記
置
く
。

一　

初
の
五
炷
の
大
包
よ
り
取
て
一
炷
充
焚
出
し
、
五
炷
聞
終
て
札
を
記

録
し
て
包
紙
を
開
く
な
り
。
又
、
後
の
」
五
〇
ウ
五
炷
も
同
然
。

一　

記
録
点
は
、園
と
梅
と
両
炷
と
も
に
聞
中
た
る
は
一
炷
に
二
点
充
、都

合
四
点
也
。
園
と
斗
か
梅
と
斗
聞
か
ば
一
点
也
。
待
と
鴬
と
両
炷
と

も
に
聞
中
た
る
は
一
炷
に
二
点
充
、
都
合
四
点
也
。
待
斗
か
鴬
ば
か

り
聞
は
一
点
充
な
り
。
風
と
匂
の
香
は
、
一
人
聞
二
点
、
二
人
よ
り

一
点
充
也
。」
五
一
オ

一　

札
打
様
は

 

　

風
に　

一
の
札　
　
　

匂
に　

二
の
札

 

　

園
に　

三
の
札　
　
　

待
に　

三
の
札

 

　

梅
に　

ウ
の
札　
　
　

鴬
に　

ウ
の
札

一　

記
録
認
様
左
の
ご
と
し
。」
五
一
ウ

 

　
　

紅
梅
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
五
二
オ
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【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

初　
　

後　
　

札　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

　
　

風　
　

3　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

コ　
　

　
　

匂　
　
　
　
　

3　
　

二

　
　
　
　
　

コ　
　
　

　
　

園　
　

1　
　
　
　
　

三

　
　
　
　
　
　
　
　

コ

　
　

待　
　
　
　
　

1　
　

三

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

梅　
　

1　
　
　
　
　

ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

鴬　
　
　
　
　

1　
　

ウ

本
香
に
は
、「
風
」「
匂
」
の
香
、
各
三
包
と
、「
園
」「
待
」「
梅
」「
鴬
」

の
香
、各
一
包
の
、全
十
包
を
出
香
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
風
」「
匂
」「
園
」

「
待
」
の
香
は
、
別
途
、
試
香
を
行
う
。「
梅
」「
鴬
」
の
香
の
試
香
は
な
い
。

ま
ず
、
初
段
と
し
て
、「
風
」
の
香
、
三
包
に
、「
園
」「
梅
」
の
香
、
各

一
包
を
加
え
て
、
全
五
包
を
大
包
み
に
す
る
。
こ
れ
を
「
初
の
五
炷
」
と

し
、
表
に
「
初
」
と
記
し
て
お
く
。
次
に
、
残
り
を
後
段
と
し
て
、「
匂
」

の
香
、
三
包
に
、「
待
」「
鴬
」
の
香
、
各
一
包
の
計
五
包
を
大
包
み
に
す

る
。
こ
れ
を
「
後
の
五
炷
」
と
し
、
表
に
「
後
」
と
記
し
て
お
く
。

本
香
は
、「
初
の
五
炷
」
か
ら
一
炷
ず
つ
焚
き
、
そ
の
度
ご
と
に
答
え
の

十
炷
香
札
を
打
つ
。
試
香
の
あ
る
「
風
」「
園
」
の
香
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
一
」「
三
」
の
札
、
残
り
の
一
炷
「
梅
」
の
香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
用
い

る
。
五
炷
聞
き
終
わ
っ
て
、
札
を
記
録
し
て
か
ら
包
紙
を
開
き
、
答
え
を

披
露
す
る
。「
後
の
五
炷
」
も
同
様
で
あ
る
が
、
札
の
打
ち
方
は
、
試
香
の

あ
る
「
匂
」「
待
」
の
香
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
二
」「
三
」
の
札
、
残
り
の

一
炷
「
鴬
」
の
香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
用
い
る
。

記
録
点
は
、
初
段
で
は
「
園
」「
梅
」
の
香
、
後
段
で
は
「
待
」「
鴬
」

の
香
の
、
そ
れ
ぞ
れ
二
炷
と
も
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
一
炷
に
つ
き
二

点
ず
つ
、計
四
点
と
な
る
。
ど
ち
ら
か
一
炷
の
場
合
は
、一
点
で
あ
る
。
ま

た
、「
風
」「
匂
」
の
香
の
場
合
は
、
独
り
聞
き
が
二
点
、
二
人
以
上
は
一

点
と
な
る
。

以
上
の
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本
と
全
く
同
じ
組
香
で
あ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
は
紅
梅
香
の
次
に
竹
河
香
が
く
る
が
、
蘭
之
園
本
は
逆
に
竹
川

香
・
紅
梅
香
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
は
蘭
之
園
本
が
用
い
た
『
源
氏
小
鏡
』
の

巻
の
配
列
が
竹
川
・
紅
梅
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
竹
幽
本
が
利
用
し
た
と

考
え
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
の
版
本
（『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
な
ど
）
は
紅

梅
・
竹
河
と
続
く
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

物
語
で
は
、
薫
の
実
父
が
柏
木
で
あ
る
こ
と
を
光
源
氏
に
知
ら
れ
、
柏

木
は
良
心
の
呵
責
に
耐
え
ら
れ
ず
若
死
に
す
る
。長
男
の
柏
木
の
死
後
、次

男
の
大
納
言
が
家
を
継
ぐ
。
大
納
言
は
娘
を
匂
宮
に
嫁
が
せ
よ
う
と
考
え
、

紅
の
紙
に
書
い
て
贈
っ
た
歌
が
巻
名
歌
で
あ
る
。

*

*

*

*

*
*

*

*

（
2
）
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心
あ
り
て
風
の
匂
は
す
園
の
梅
に
ま
づ
鶯
の
問
は
ず
や
あ
る
べ
き

（
⑤
四
九
頁
）

「
園
の
梅
」
を
我
が
娘
、「
鶯
」
を
匂
宮
に
例
え
て
、
匂
宮
が
娘
に
問
い
か

け
て
く
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

香
の
名
目
は
蘭
之
園
本
も
竹
幽
本
も
同
じ
で
、
す
べ
て
巻
名
歌
に
詠
ま

れ
た
言
葉
に
よ
る
。
た
だ
し
和
歌
の
「
ま
つ
」
を
現
代
で
は
「
先ま

づ
」
と

理
解
す
る
が
、
蘭
之
園
本
と
竹
幽
本
は
「
待
つ
」
と
捉
え
て
い
る
。

44　

竹
河
香

【
翻
刻
】

 

　

△
竹
河
香

 

た
け
川
の
橋
う
ち
い
で
し
一
ふ
し
に

 

　

深
き
心
の
底
は
し
り
き
や

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
の
香
、
二
の
香
、
三
の
香
、
各
三
包
充
、
ウ
の
香
一
包
、
都
合
十

包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
り
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

一
二
三
の
香
、外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
香
試
な
し
。」
五
二
ウ
一　

出

香
十
包
を
打
交
て
、
二
包
充
二
結
、
三
包
充
二
結
に
し
て
、
二
炷
聞
、

三
炷
聞
、
三
炷
聞
、
二
炷
聞
と
焚
出
す
べ
し
。
十
炷
皆
聞
終
て
後
に
、

折
居
を
二
つ
充
重
て
廻
し
札
を
受
る
べ
し
。

一　

二
炷
聞
組
合
様
は

 

　

二
炷
聞　
　

三
炷
聞　
　
　

三
炷
聞　
　

二
炷
聞　
（
朱
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

◯　

◯　

◯　

◯　

◯　

◯　

◯　

◯　

◯　

◯　
（
朱
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

中
と
中
と
組　
（
朱
）

 
⎛

一
炷
目　

⎛

三
炷
目　

⎛

四
炷
目　

⎛

六
炷
目　

⎛

九
炷
目

 
⎝

二
炷
目　

⎝

五
炷
目　

⎝

七
炷
目　

⎝

八
炷
目　

⎝

十
炷
目
」
五
三
オ

 

右
の
通
組
て
札
を
打
べ
し
。

一　

記
録
は
、
客
独
聞
四
点
、
二
人
三
点
、
三
人
よ
り
二
点
充
、
地
香
独

聞
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
也
。

 

　
　

香
組
合
認
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

一
二
（
朱
）　

碁
の
勝　
　
　
　
　

二
一
（
朱
）　

碁
の
負

 

　

一
三
（
朱
）　

風
に
散
る　
　
　
　

三
一
（
朱
）　

う
つ
ろ
ふ
花

 

　

二
三
（
朱
）　

心
あ
り
て　
　
　
　

三
二
（
朱
）　

池
の
汀

 

　

一
ウ
（
朱
）　

桜
の
花
盛　
　
　
　

ウ
一
（
朱
）　

姉
君
」
五
三
ウ

 
　

二
ウ
（
朱
）　

花
の
賭
物　
　
　
　

ウ
二
（
朱
）　

妹
君

 

　

三
ウ
（
朱
）　

竹
河　
　
　
　
　
　

ウ
三
（
朱
）　

其
夜
の
こ
と

 

　

一
一
（
朱
）　

い
か
な
る
ふ
し　
　

二
二
（
朱
）　

ふ
か
き
心

⎛
⎝

⎛
⎝

⎛
⎝

⎛
⎝

⎛
⎝
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三
三
（
朱
）　

一
ふ
し

 

右
の
通
認
べ
し
。

 
　

假
令
、
三
炷
目
ウ
と
聞
、
五
炷
目
一
と
聞
ば
、
姉
君
と
認
る
べ
し
。

皆
是
に
準
知
る
べ
し
。

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」
五
四
オ

 

　

竹
河
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
五
四
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　

 　

　
　
　
　
　
　

コ　

　
　

二　
　
　

3　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

10
＝
2
＋
3
＋
3
＋
2　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　

1　

本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
（
地
香
）
を
三
包
ず
つ
、「
ウ
」

の
香
（
客
香
）
を
一
包
の
計
十
包
を
出
香
と
す
る
。
地
香
の
み
、
前
も
っ

て
試
香
を
行
う
。
本
香
を
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
き
、
正

答
を
披
露
す
る
。

十
包
の
本
香
は
、
二
包
と
三
包
、
各
二
組
と
し
、
二
炷
聞
き
、
三
炷
聞

き
、
三
炷
聞
き
、
二
炷
聞
き
と
し
て
焚
き
出
す
。
答
え
に
は
、
十
炷
香
札

を
用
い
、十
炷
す
べ
て
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
、折
居
を
二
つ
ず
つ
重
ね
、五

回
廻
す
。
一
回
目
に
は
一
・
二
炷
目
、
二
回
目
に
は
三
・
五
炷
目
、
三
回
目

に
は
四
・
七
炷
目
、
四
回
目
に
は
六
・
八
炷
目
、
五
回
目
に
は
九
・
十
炷
目
の

答
え
の
札
を
打
つ
。
最
初
と
最
後
の
二
炷
聞
き
は
、
聞
い
た
順
序
に
答
え

れ
ば
よ
い
が
、
二
回
の
三
炷
聞
き
に
つ
い
て
は
、
順
序
通
り
に
札
を
打
つ

の
で
は
な
く
、
一
回
目
の
三
炷
聞
き
で
、
ま
ず
最
初
と
最
後
の
香
を
組
み

に
し
て
答
え
、
次
に
、
中
の
香
と
次
の
三
炷
聞
き
の
中
の
香
を
組
に
し
て

答
え
、
そ
し
て
、
二
回
目
の
三
炷
聞
き
の
最
初
と
最
後
の
香
を
組
み
に
し

て
答
え
る
と
い
う
複
雑
さ
が
あ
る
。

記
録
点
は
、
客
香
の
独
り
聞
き
四
点
、
二
人
は
三
点
、
三
人
以
上
は
二

点
で
あ
り
、
地
香
は
、
独
り
聞
き
二
点
、
二
人
以
上
は
一
点
で
あ
る
。
前

述
の
香
の
組
み
合
わ
せ
（
一
・
二
炷
目
、
三
・
五
炷
目
、
四
・
七
炷
目
、
六
・

八
炷
目
、
九
・
十
炷
目
）
に
よ
っ
て
、「
碁
の
勝
」
以
下
、
十
五
の
聞
き
の

名
目
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
記
し
、
聞
き
当
て
た
香
に
は
点
数
を
合
点
で

記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
一
」「
二
」
の
香
、
各
三
包
と
「
ウ
」
の
香
、
二
包

の
計
八
包
を
二
包
ず
つ
、
二
炷
聞
き
に
す
る
。
竹
幽
本
よ
り
も
香
の
数
が

少
な
い
た
め
、
聞
き
の
名
目
も
九
つ
し
か
な
い
。
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本

の
名
目
に
、「
風
に
散
る
」「
う
つ
ろ
ふ
花
」「
心
あ
り
て
」「
池
の
汀
」「
其

夜
の
こ
と
」「
一
ふ
し
」
の
六
つ
を
加
え
、
ま
た
、
組
香
の
構
成
に
二
炷
聞

き
と
三
炷
聞
き
を
交
ぜ
て
、
札
の
打
ち
方
に
出
香
の
順
序
と
は
異
な
る
部

分
を
設
け
る
な
ど
、
複
雑
さ
が
増
し
て
い
る
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*
*

*

*

*

*

*

*

*
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（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

蘭
之
園
本
の
聞
き
の
名
目
は
九
つ
あ
る
。
竹
幽
本
は
さ
ら
に
六
つ
追
加

し
て
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
後
掲
の
和
歌
に
含
ま
れ
る
。

名
目
は
二
つ
の
場
面
に
分
け
ら
れ
、一
つ
は
十
五
歳
に
な
っ
た
薫
が
、思

慕
す
る
姉
妹
の
邸
宅
を
一
月
下
旬
に
訪
れ
た
時
で
あ
る
。そ
こ
で
薫
は「
竹

河
」と
い
う
催
馬
楽（
宴
会
な
ど
で
歌
わ
れ
る
宮
廷
歌
謡
）を
歌
っ
た
。
そ

の
歌
詞
は
、「
竹
河
の
、
橋
の
つ
め
な
る
や
、
花
園
に
、
我
を
ば
放
て
や
、

少め
ざ
し女

た
ぐ
へ
て
」
で
、
薫
が
そ
れ
を
歌
っ
た
の
は
、
歌
中
の
「
少
女
」
を

懸
想
す
る
姫
君
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
翌
朝
、
薫
か
ら
届
い
た

手
紙
の
中
に
書
か
れ
て
い
た
の
が
巻
名
歌
で
あ
る
。
な
お
名
目
に
は
傍
線

を
付
け
た
。

　

  

竹
河
の
橋
う
ち
出
で
し
一
節
に
深
き
心
の
底
は
知
り
き
や
（
⑤
七
四

頁
）

返
歌
は
姫
君
の
兄
弟
が
代
作
し
た
。

　

  

竹
河
に
夜
を
更
か
さ
じ
と
急
ぎ
し
も
い
か
な
る
節
を
思
ひ
お
か
ま
し

（
⑤
七
四
頁
）

そ
の
年
の
三
月
、姉
妹
は
庭
に
咲
く
桜
を
「
賭
け
物
」（
勝
負
事
に
賭
け

る
賞
品
。
⑤
七
九
頁
）
と
し
て
、
碁
を
打
っ
た
。
妹
が
勝
ち
、
次
の
和
歌

を
詠
ん
だ
。

　

  

風
に
散
る
こ
と
は
世
の
つ
ね
枝
な
が
ら
う
つ
ろ
ふ
花
を
た
だ
に
し
も

見
じ

妹
君
に
仕
え
る
女
房
も
詠
作
し
た
。

　

  

心
あ
り
て 

池
の
水
際
に
落
つ
る
花
泡
と
な
り
て
も
わ
が
方
に
寄
れ

（
⑤
八
一
頁
）

姉
君
は
冷
泉
院
（
前
の
天
皇
）
に
嫁
ぎ
、
薫
は
落
胆
し
た
。
そ
の
翌
年
、

薫
が
冷
泉
院
に
参
る
と
、
姉
君
の
女
房
た
ち
は
懐
か
し
が
り
、
一
年
前
に

薫
が
「
竹
河
」
を
謡
っ
た
こ
と
を
和
歌
に
詠
ん
だ
。

　

  

竹
河
の
そ
の
夜
の
こ
と
は
思
ひ
出
づ
や
偲
ぶ
ば
か
り
の
節
は
な
け
れ

ど
（
⑤
九
二
頁
）

45　

橋
姫
香

【
翻
刻
】

 

　

△
橋
姫
香
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は
し
ひ
め
の
心
を
く
み
て
た
か
せ
さ
す

 

　

さ
ほ
の
し
づ
く
に
袖
ぞ
ぬ
れ
ぬ
る

一　

二
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
客
香
、
各
三
包
、
都
合
十
二
包
、
二
包
充
結
合
せ
て
、
其
内

よ
り
一
結
除
け
、
残
五
結
十
包

也

焚
出
す
」
五
五
オ
地
香
外
に
拵
へ

試
に
出
す

。

一　

薫
方
五
人
、
姫
方
五
人
と
分
る
薫
方
上
座

た
る
べ
し

。

一　

盤
の
向
ふ
に
人
形
の
臺
を
か
ざ
る
。
姫
方
は
、
聞
に
随
ひ
簾
を
一
巻

充
巻
上
る
斗
也
。
但
、
翠
簾
巻
様
に
口
傳
有
。

一　

薫
方
人
形
の
進
退
は
客
地
香
独
聞

の
違
な
し

」
五
五
ウ

 

　
〔
図
〕

（
朱
）
二
炷
共
に
聞
は
一
間
充
進
む
也
。
五
人
共
に
聞
は
五
間
進
む
也
。

（
朱
）
二
炷
の
香
、
五
人
な
か
ら
聞
違
た
る
時
は
、
五
間
退
く
。

（
朱
）
五
人
の
内
に
て
、
二
炷
な
か
ら
中
り
と
中
ら
さ
る
と
消
合
て
中
多
時

は
其
数

進
外
多
時

は
其
数
退

也
。

（
朱
）
二
炷
の
内
、一
炷
中
り
た
る
は
進
退
な
し
。
一
炷
中
二
人
有
れ
は

二
炷
」
五
六
オ
中
り
に
立
て
一
間
充
進
む
べ
し
。
假
令
は
四
人
一
炷
充

中
れ
ば
、
二
人
分
に
て
二
間
行
く
也
。

（
朱
）
十
七
間
目
に
行
着
て
、
簾
の
前
に
至
れ
ば
、
香
は
残
り
て
も
盤
の

勝
負
は
終
る
也
。
人
形
の
進
数
、
都
合
十
四
間
也
。

一　

姫
方
簾
の
巻
様
は
客
地
香
独
聞

の
違
な
し

（
朱
）
み
す
の
内
に
人
形
二
つ
置
く
。
香
の
聞
に
隨
ひ
、み
す
を
巻
く
斗

也
。

（
朱
）
二
炷
と
も
に
聞
は
、
翠
簾
を
一
巻
あ
ぐ
る
也
。」
五
六
ウ

（
朱
）
簾
五
巻
迄
あ
げ
て
、其
後
六
度
目
は
あ
げ
す
。
琵
琶
を
大
姫
君
の

前
に
置
く
。
七
度
目
は
琴
を
中
君
の
前
に
置
く
也
。
八
度
目
よ
り
又

簾
を
巻
べ
し
。
都
合
十
二
度
巻
結
れ
は
香
は
終
ら
ず
と
も
勝
也
。
簾

十
二
巻
に
、
琵
琶
・
琴
を
加
へ
て
、
都
合
十
四
度
也
。
人
形
の
進
数

と
等
し
。
簾
の
巻
落
し
は
薫
方
の
進
退
と
同
前
也
人
形
進
時
は
、
簾
巻
上
る
。
人
形

退
く
時
は
、
簾
巻
下
す
と
の
違
也
。。

一　

翠
簾
の
巻
様
仕
形
習
ひ
有
。

一　

記
録
は
中
斗
を
認
る
べ
し
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」
五
七
オ

 

　

橋
姫
香
之
記　

一
三
除
（
朱
）

 

　
〔
表
〕」
五
七
ウ

 

　

橋
姫
香
立
物
圖

 

　
〔
図
〕」
五
八
オ

 

　
〔
図
〕」
五
八
ウ

 

　

  

同
盤
の
圖　
　

溝
一
筋　

界
十
七
間　

鎰カ
ギ

の
手
に
圖
の
ご
と
く
落

葉
の
蒔
繪
有
り

 

　
〔
図
〕」
五
九
オ

《
秘
記
》

 

　

△
橋
姫
香
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一　

習
簾
巻
様
の
事

（
朱
）
姫
方
の
人
形
、臺
の
長
さ
は
盤
の
幅
一
は
い
に
拵
る
べ
し
。
幅
は

人
形
を
据
へ
、
そ
の
前
に
琵
琶
・
琴
を
置
く
程
に
見
合
す
べ
し
。
高

も
恰
合
次
第
也
。

（
朱
）
翠
簾
に
二
所
糸
を
か
け
て
、巻
く
様
に
す
る
べ
し
。
二
本
柱
の
裏

に
穴
を
六
つ
明
て
、
そ
の
穴
に
み
す
巻
の
糸
に
針
を
付
て
一
穴
〳
〵

に
さ
す
と
」四
オ
翠
簾
上
る
や
う
に
拵
る
べ
し
。
荒
増
左
圖
の
ご
と
し
。

 

〔
図
〕　

翠
簾
表
の
圖
」
四
ウ

 

〔
図
〕　

翠
簾
裏
の
圖

 

　
　
　
　

但
し
不
残
巻
揚
し
圖
也
」
五
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　

 　

　
　
　
　
　
　

コ　

　
　

二　
　
　

3　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6 　

 

1　

5

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

12
＝
× 

― 

×
＝
×　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2 　

 

2　

2

　
　

ウ　
　
　

3　

本
組
香
は
、二
炷
開
き
の
盤
物
で
あ
る
。
本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」

「
客
」
の
香
、各
三
包
の
計
十
二
包
を
用
意
す
る
。
こ
れ
ら
を
二
包
ず
つ
組

に
し
て
、
一
組
を
除
き
、
残
り
の
五
組
（
十
包
）
を
出
香
と
す
る
。
こ
れ

に
先
立
ち
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
地
香
は
、
別
途
、
試
香
を
行
う
。
答
え

に
は
十
炷
香
札
を
用
い
、
記
録
に
は
あ
た
り
だ
け
を
記
す
。

連
中
は
、
薫
方
と
姫
方
、
五
人
ず
つ
に
分
け
る
。
も
ち
ろ
ん
上
座
は
薫

方
で
あ
る
。
盤
の
向
か
い
側
に
大
姫
君
と
中
君
の
人
形
を
置
い
た
台
を
飾

る
。『
秘
記
』
に
は
、
台
の
長
さ
を
盤
の
幅
に
合
わ
せ
、
ま
た
、
人
形
の
前

に
琵
琶
・
琴
が
置
け
る
よ
う
、
幅
に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。

薫
方
の
人
形
の
進
退
は
、
ま
ず
、
二
炷
と
も
に
聞
き
当
て
る
と
、
一
間

進
む
。
五
人
と
も
聞
き
当
て
れ
ば
五
間
進
み
、
み
な
が
聞
き
外
す
と
五
間

退
く
。
五
人
の
中
で
、
二
炷
聞
き
当
て
た
人
と
聞
き
外
し
た
人
と
が
い
る

場
合
は
、
そ
の
数
の
差
を
進
ん
だ
り
退
い
た
り
す
る
。
二
炷
の
う
ち
、
一

炷
の
み
聞
き
当
て
て
も
進
退
は
な
い
が
、
二
人
で
一
炷
を
聞
き
当
て
た
場

合
は
、
二
炷
聞
き
当
て
た
も
の
と
見
て
一
間
進
む
。
た
と
え
ば
、
四
人
で

一
炷
ず
つ
聞
き
当
て
た
時
は
、
二
炷
聞
き
当
て
た
人
、
二
人
分
と
見
做
し

て
、
二
間
進
む
。
な
お
、
進
む
数
に
、
客
香
・
地
香
や
独
り
聞
き
の
区
別

は
な
い
。
十
七
間
目
に
行
き
着
い
て
、
姫
方
の
人
形
の
簾
の
前
に
至
る
と
、

香
は
残
っ
て
い
て
も
、盤
の
勝
負
は
終
わ
る
。
薫
方
の
人
形
は
、最
初
、一

間
目
に
置
か
れ
、盤
の
角
で
方
向
転
換
す
る
際
に
二
間
飛
び
越
す
た
め
、進

む
数
は
十
四
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
姫
方
は
、
二
炷
と
も
に
聞
き
当
て
る
と
、
翠
簾
を
一
巻
き
上
げ

る
。
姫
方
の
聞
き
当
て
た
数
に
よ
り
、
簾
を
巻
い
た
り
下
ろ
し
た
り
す
る

の
だ
が
、
そ
の
計
算
方
法
は
、
薫
方
の
人
形
の
進
退
に
準
じ
る
。
五
巻
き
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ま
で
上
げ
た
ら
、六
回
目
は
上
げ
ず
に
、琵
琶
を
大
姫
君
の
前
に
置
き
、七

度
目
は
、
琴
を
中
君
の
前
に
置
く
。
八
度
目
か
ら
、
ま
た
簾
を
巻
き
上
げ

て
い
く
。
全
部
で
十
二
回
巻
け
ば
、
香
は
残
っ
て
い
て
も
勝
と
な
る
。
簾

を
十
二
巻
き
し
、
琵
琶
・
琴
を
一
回
ず
つ
置
く
こ
と
で
、
全
十
四
回
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、薫
方
の
人
形
が
進
む
数
と
等
し
い
。
ま
た
、客

香
・
地
香
や
独
り
聞
き
の
区
別
が
な
い
の
も
、
薫
方
と
同
じ
で
あ
る
。
な

お
、
簾
の
巻
き
上
げ
方
に
口
伝
が
あ
る
と
い
い
、『
秘
記
』
に
は
、
翠
簾

（
立
派
に
飾
ら
れ
た
簾
）の
二
箇
所
に
糸
を
掛
け
て
巻
く
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
柱
の
裏
に
穴
を
六
つ
開
け
、
御
簾
巻
き
の
糸
を
付
け
た
針
を
一
穴
ず

つ
下
に
刺
し
て
い
く
と
翠
簾
が
上
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
二
枚
の
図

と
と
も
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

蘭
之
園
本
は
、
竹
幽
本
と
ほ
ぼ
同
じ
組
香
で
あ
る
。
竹
幽
本
は
、
蘭
之

園
本
の
組
香
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
思
し
い
。
た
だ
し
、
蘭
之

園
本
は
、
薫
方
の
進
む
数
を
全
十
七
間
と
す
る
一
方
、
姫
方
の
簾
の
巻
き

上
げ
な
ど
は
計
十
四
回
で
あ
り
、
姫
方
が
有
利
に
な
っ
て
い
る
。
竹
幽
本

は
、
蘭
之
園
本
と
同
じ
道
具
を
用
い
な
が
ら
、
薫
方
の
人
形
の
進
め
方
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
よ
り
平
等
な
ル
ー
ル
を
構
築
し
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

光
源
氏
の
弟
に
あ
た
る
八
の
宮
は
勢
力
争
い
に
巻
き
こ
ま
れ
、
源
氏
が

政
権
を
掌
握
す
る
と
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
不
幸
は
続
き
、
最

愛
の
夫
人
に
先
立
た
れ
、
京
都
の
屋
敷
を
火
事
で
失
っ
て
か
ら
は
、
二
人

の
娘
と
と
も
に
宇
治
に
あ
る
山
荘
に
引
き
こ
も
っ
て
い
た
。
八
の
宮
は
世

の
無
常
を
悟
り
、
出
家
を
志
し
た
が
、
娘
た
ち
を
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か

ず
、
俗
人
の
ま
ま
仏
道
修
行
に
励
ん
だ
。
薫
も
ま
た
遁
世
を
願
っ
て
い
た

の
で
、
八
の
宮
の
生
き
方
に
あ
こ
が
れ
て
宇
治
に
通
い
、
仏
門
の
教
え
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
年
後
の
晩
秋
、
薫
が
馬
に
乗
り
宇
治
へ
行
く
と
、
八
の
宮
は
山
寺
に

籠
も
り
不
在
で
あ
っ
た
。
二
人
の
姉
妹
は
父
宮
か
ら
教
育
を
受
け
、
音
楽

で
は
姉
が
琵
琶
、妹
が
琴
を
習
っ
て
い
た
。
月
夜
に
簾
を
巻
き
上
げ
て
、二

人
が
合
奏
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
薫
は
こ
っ
そ
り
垣
間
見
し
て
、
姉
君
に

心
ひ
か
れ
た
。
そ
の
様
子
を
盤
上
で
再
現
し
て
い
る
。

46　

椎
本
香

【
翻
刻
】

 

　

△
椎
本
香

 

た
ち
よ
ら
ん
か
げ
と
た
の
み
し
し
ゐ
が
も
と

 

　

む
な
し
き
と
こ
に
な
り
に
け
る
か
な

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
ウ
の
香
四
包
、
都
合
十
三
包
の
内
、
一

包
除
け
、
残
十
二
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

一
二
三
の
香
、
外
に
拵
、
試
に
出
す
。
客
香
試
な
し
。」
五
九
ウ

一　

香
組
合
様
如
次
、
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一
の
香
二
包　

ウ
香
一
包　

一
結
也

 

　

二
の
香
二
包　

ウ
香
一
包　

一
結
也

 
　

三
の
香
二
包　

ウ
香
一
包　

一
結
也

 
已
上
三
結
を
初
に
焼
出
し
、
九
炷
焚
終
て
、
一
の
香
一
包
、
二
の
香

一
包
、
三
の
香
一
包
、
以
上
三
包
打
交
て
、
其
内
よ
り
一
包
除
け
、
跡

に
ウ
香
一
包
入
て
、
都
合
三
包
と
成
る
。
一
結
」
六
〇
オ
に
し
て
名
残

と
名
付
て
、
終
に
三
炷
聞
に
し
て
、
焚
出
す
也
。
此
時
は
、
ウ
の
香

斗
を
聞
て
、
地
香
二
炷
は
聞
捨
に
す
べ
し
。

一　

香
組
合
名
目

 

　

ウ
一
一
（
朱
）
宇
治
の
宮　
　
　

一
ウ
一
（
朱
）
か
ほ
る

 

　

一
一
ウ
（
朱
）
匂
ふ
宮　
　
　
　

ウ
二
二
（
朱
）
椎
か
本

 

　

二
ウ
二
（
朱
）
立
よ
ら
ん
陰　
　

二
二
ウ
（
朱
）
此
一
こ
と

 

　

ウ
三
三
（
朱
）
草
の
庵　
　
　
　

三
三
ウ
（
朱
）
初
瀬
詣
」
六
〇
ウ

 

　

三
ウ
三
（
朱
）
宇
治
の
中
宿

（
朱
）
名
残
三
包
内
ウ
香
名
目

 

一
二
三
の
香
は
聞
捨
に
て
、
客
香
斗
を
聞
く
べ
し
。

 

　

初
に
出
た
る
ウ
に
は　

宇
治
の
宮

 

　

中
に
出
た
る
ウ
に
は　

か
ほ
る

 

　

末
に
出
た
る
ウ
に
は　

匂
ふ
宮

一　

記
録
点
は
、
何
人
に
て
も
一
点
充
也
。
名
残
中
り
二
点
充
也
。
認
様

左
の
ご
と
し
。」
六
一
オ

 

　

椎
本
香
之
記　

二
除
（
朱
）

 

　
〔
表
〕」
六
一
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
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3
＝
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＋
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二　
　

3
＝　
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＋
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コ　
　
　

　
　

三　
　

3
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3
…
名
残

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　

4
＝
1
＋
1
＋
1
＋
1　
　

本
香
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
（
地
香
）
各
三
包
と
、「
ウ
」
の
香

（
客
香
）
四
包
の
、
計
十
三
包
の
中
か
ら
、
十
二
包
を
出
香
と
す
る
。
答
え

に
は
十
炷
香
札
を
用
い
、
本
香
を
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開

き
、
正
答
を
披
露
す
る
。
本
香
に
先
立
ち
、
三
種
類
の
地
香
は
、
別
途
、
試

香
を
行
う
。
客
香
に
は
試
香
は
な
い
。

ま
ず
、
前
段
と
し
て
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
、
各
二
包
に
、「
ウ
」

の
香
を
一
包
ず
つ
加
え
、
三
包
一
組
を
三
組
作
っ
て
焚
く
。
九
炷
す
べ
て

を
焚
き
終
え
た
ら
、
次
に
、
後
段
と
し
て
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
、
各

一
包
を
交
ぜ
、
そ
こ
か
ら
任
意
の
一
包
を
除
い
た
上
で
、「
ウ
」
の
香
一
包

を
加
え
、
三
包
一
組
と
す
る
。
こ
れ
を
「
名
残
」
と
名
付
け
、
三
炷
聞
き

に
し
て
焚
く
。
こ
の
時
、「
ウ
」
の
香
だ
け
を
聞
き
、
地
香
の
二
炷
は
聞
捨

に
す
る
。
な
お
、
十
炷
香
札
は
「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
各
三
枚
、
計
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十
二
枚
で
あ
る
が
、
本
組
香
で
は
「
ウ
」
の
香
の
み
四
包
で
、「
ウ
」
の
札

が
一
枚
足
り
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
竹
幽
本
は
特
に
言
及
し
な
い
が
、

後
段
で
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
包
が
除
か

れ
る
の
で
、
そ
の
香
の
札
を
、
後
段
の
「
ウ
」
の
香
が
出
た
時
に
、「
名

残
」
の
答
え
と
し
て
打
て
ば
よ
い
。

前
段
に
は
、「
宇
治
の
宮
」
以
下
、
九
つ
の
聞
き
の
名
目
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
後
段
の
「
名
残
」
に
つ
い
て
は
、「
ウ
」
の
香
が
何
番
目
に

出
た
か
に
よ
っ
て
、
順
に
「
宇
治
の
宮
」「
か
ほ
る
」「
匂
ふ
宮
」
と
い
う

名
目
に
な
っ
て
い
る
。

記
録
点
に
つ
い
て
、
前
段
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
よ
ら
ず
一
点
ず
つ

で
あ
る
が
、
後
段
の
「
名
残
」
は
、
聞
き
当
て
る
と
二
点
を
得
る
。

以
上
の
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本
と
全
く
同
じ
組
香
で
あ
る
。
強
い
て
い

え
ば
、
聞
き
の
名
目
と
し
て
、
蘭
之
園
本
が
「
か
ほ
る
大
将
」
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
、
竹
幽
本
は
「
か
ほ
る
」
と
し
て
い
る
程
度
の
差
異
し
か
見

ら
れ
な
い
。
な
お
、
後
段
「
名
残
」
の
札
の
打
ち
方
に
つ
い
て
は
、
前
述

の
方
法
を
、
蘭
之
園
本
は
、「
但
、
此
ウ
の
札
不
足
に
は
、
捨
香
の
あ
ま
り

札
を
ウ
に
し
て
打
也
。」
と
明
記
し
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

名
目
は
、
前
述
の
通
り
、
蘭
之
園
本
が
「
か
ほ
る
大
将
」、
竹
幽
本
が

「
か
ほ
る
」
で
あ
る
以
外
は
一
致
す
る
。
ま
た
名
目
の
順
番
も
同
じ
で
、初

め
の
三
つ
は
登
場
人
物
を
表
わ
し
、次
の
第
四
・
五
は
巻
名
歌
、第
六
・
七
は

別
の
和
歌
、第
八
・
九
は
物
語
の
冒
頭
に
あ
る
「
初
瀬
に
詣
で
た
ま
ふ
」「
宇

治
の
わ
た
り
の
御
中な
か
や
ど
り

宿
」（
⑤
一
六
九
頁
）
に
ち
な
む
。

薫
の
親
友
で
あ
る
匂
宮
は
、
薫
か
ら
宇
治
の
姉
妹
の
こ
と
を
聞
い
て
興

味
を
ひ
か
れ
、二
月
に
初
瀬
（
大
和
国
の
長
谷
寺
）
に
参
詣
し
た
と
き
、宇

治
を
「
中
宿
り
」（
外
出
の
途
中
で
宿
泊
す
る
所
）
と
し
て
選
び
、八
の
宮

と
手
紙
を
交
わ
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
匂
宮
は
妹
君
と
文
通
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

そ
の
年
の
七
月
、
薫
は
久
し
ぶ
り
に
宇
治
を
訪
れ
、
八
の
宮
か
ら
姫
君

た
ち
の
後
見
を
頼
ま
れ
引
き
受
け
た
。
八
の
宮
は
感
謝
の
気
持
ち
を
和
歌

に
託
し
た
。

　

  

わ
れ
亡
く
て
草
の
庵
は
荒
れ
ぬ
と
も
こ
の
一
言
は
枯
れ
じ
と
ぞ
思
ふ

（
⑤
一
八
二
頁
）

翌
月
、
八
の
宮
は
亡
く
な
り
、
弔
問
に
訪
れ
た
薫
が
八
の
宮
の
部
屋
を
見

て
詠
ん
だ
歌
が
巻
名
歌
で
あ
る
。

　
  

立
ち
寄
ら
む
蔭
と
頼
み
し
椎
が
本
む
な
し
き
床
に
な
り
に
け
る
か
な

（
⑤
二
一
二
頁
）

椎
の
木
は
実
が
な
り
、
食
用
と
な
る
。
薫
が
頼
り
に
し
て
い
た
八
の
宮
を
、

*

*

（
3
）
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椎
の
木
に
た
と
え
た
の
で
あ
る
。

47　

角
総
香

【
翻
刻
】

 

　

△
角
総
香

 

あ
げ
ま
き
に
な
が
き
契
り
を
む
す
ひ
こ
め

 

　

お
な
し
と
こ
ろ
に
よ
り
も
あ
は
な
ん

 

あ
け
巻
は
、
糸
の
む
す
び
め
、
幾
度
も
お
な
し
所
へ
め
ぐ
る
も
の
な

れ
ば
、
此
こ
ゝ
ろ
を
以
て
組
た
る
も
の
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

角ア
ゲ
マ
キ総

の
香
十
包
、
糸イ

ト

の
香
十
包
、
都
合
二
十
包
、
出
香
と
す
。」
六
二

オ
角
総
斗
を
聞
、
糸
は
聞
捨
也
。

一　

角
総
の
香
、
外
に
拵
、
試
に
出
す
。
糸
の
香
は
試
な
し
。

一　

角
総
十
包
に
糸
一
包
充
む
す
び
合
、
十
組
に
組
合
、
前
五
結
、
後
五

結
と
わ
け
て
大
包
し
て
、
上
に
前
後
と
書
附
置
也
。

 

　

香
組
合
様

 

（
角
総

糸　

各
五
結
び　
　
（
糸　角

総　

各
五
結
び　

」
六
二
ウ

 

右
の
通
、
組
合
せ
打
交
、
二
炷
充
焚
出
す
也
。

一　

二
炷
聞
に
し
て
、
角
総
斗
を
聞
也
。
糸
は
き
ゝ
捨
な
り
。
前
五
結
・

後
五
結
と
し
て
、
先
前
五
結
は
皆
聞
終
て
、
包
紙
を
開
く
な
り
。
角

総
、
二
包
の
内
、
五
炷
な
か
ら
始
に
ば
か
り
出
る
か
、
又
五
炷
と
も

に
跡
に
斗
出
ん
時
、
五
炷
な
か
ら
聞
た
る
人
あ
ら
ば
、
第
一
の
勝
と

し
て
、
後
の
五
結
は
聞
ず
、
香
は
終
る
也
。
折
居
を
一
炷
毎
に
廻
し

て
札
を
受
べ
し
。」
六
三
オ

一　

角
総
前
五
結
の
内
に
て
、
始
に
三
包
、
跡
に
二
包
と
所
替
り
て
出
た

る
時
は
、
後
の
五
結
を
焚
出
す
べ
し
。

一　

後
の
五
結
は
、二
炷
充
に
て
包
紙
を
開
く
也
。
此
時
は
二
包
の
内
、角

総
始
に
両
度
出
れ
ば
、
前
五
結
に
始
に
三
度
出
た
る
と
都
合
五
度
お

な
し
所
へ
出
る
也
。
其
時
は
是
限
り
に
て
、
香
は
終
る
也
。
又
後
の

五
結
に
角
総
さ
き
へ
出
ず
、
跡
に
ば
か
り
三
度
出
る
時
は
、
前
の
跡

へ
出
た
る
両
度
と
、
都
合
五
度
跡
へ
」
六
三
ウ
出
る
也
。
是
も
是
限
に

す
る
べ
し
。
兎
角
あ
げ
ま
き
の
香
、
前
後
の
内
、
五
包
共
に
先
に
成

と
も
跡
に
成
と
も
出
て
揃
ふ
迄
聞
也
。

一　

札
は
二
炷
の
内
、
角
総
に
斗
り
一
枚
充
、
何
れ
の
札
に
て
も
打
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、何
人
に
て
も
一
点
充
、角
総
の
中
り
に
斗
り
か
く
る
。
糸

は
聞
捨
故
に
点
な
し
。
認
様
左
の
ご
と
し
。」
六
四
オ

 

　

角
総
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
六
四
ウ
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【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

前　

後　
　
　

　
　

角
総　
　

10　
　
　

10　

5　

5　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
＝
×
＋
×

　
　

糸　
　
　

10　
　
　

2　

2　

2　
　
　
　

本
組
香
で
は
、
冒
頭
に
巻
名
歌
を
挙
げ
た
後
、「
角
総
」（
通
常
は
「
総

角
」
と
表
記
す
る
）
が
、
同
じ
結
び
目
を
糸
が
何
度
も
通
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
拠
る
組
香
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
香
の
意
図
を
明
言

す
る
の
は
、
竹
幽
本
で
は
珍
し
い
。

本
香
に
は
、「
角
総
」
の
香
と
「
糸
」
の
香
、
各
十
包
の
計
二
十
包
を
出

香
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、「
角
総
」
の
香
の
み
試
香
を
行
う
。
本
香
で
は
、

「
角
総
」
の
香
だ
け
を
聞
き
、「
糸
」
の
香
は
聞
捨
で
あ
る
。

「
角
総
」
の
香
と
「
糸
」
の
香
を
各
一
包
、二
包
ず
つ
十
組
に
す
る
。
こ

の
時
、「
角
総
」「
糸
」
の
順
で
五
組
、「
糸
」「
角
総
」
の
順
で
五
組
に
作

る
。
こ
れ
ら
を
交
ぜ
、五
組
ず
つ
前
段
と
後
段
に
分
け
て
大
包
み
に
し
、表

に
「
前
」「
後
」
と
記
し
て
お
く
。
そ
し
て
前
段
か
ら
、二
炷
聞
き
で
「
角

総
」
の
香
の
み
を
聞
く
。

答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
、
折
居
を
一
炷
ご
と
に
廻
し
て
札
を
打
つ
。

竹
幽
本
に
は
、札
の
打
ち
方
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、あ
る
い
は
「
角

総
」
の
香
の
み
に
札
を
打
つ
と
い
う
方
法
か
。
前
段
す
べ
て
を
聞
き
終
え

た
ら
、
包
紙
を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。

「
角
総
」
の
香
が
、
一
組
二
包
の
う
ち
、
五
包
す
べ
て
先
に
出
た
場
合
、

あ
る
い
は
、
後
に
出
た
場
合
に
、
全
部
聞
き
当
て
た
人
が
い
れ
ば
、「
第
一

の
勝
」
と
し
て
、
後
段
は
行
わ
ず
、
組
香
を
終
え
る
。
一
方
、「
角
総
」
の

香
が
、
先
に
三
包
、
後
に
二
包
と
い
う
よ
う
に
、
先
に
出
た
時
と
後
に
出

た
時
と
が
あ
る
場
合
は
、
引
き
続
き
後
段
を
行
う
。

後
段
は
、
二
炷
開
き
と
し
、
二
炷
聞
い
て
は
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披

露
す
る
。
こ
の
時
、
前
段
の
正
答
と
見
合
わ
せ
て
、「
角
総
」
の
香
が
先
で

も
後
で
も
、
五
包
す
べ
て
が
出
揃
っ
た
時
点
で
組
香
を
終
え
る
。
た
と
え

ば
前
段
で
、「
角
総
」
の
香
が
先
に
三
包
出
た
場
合
、
後
段
で
「
角
総
」
の

香
が
先
に
出
る
こ
と
が
二
包
あ
れ
ば
、「
角
総
」
の
香
が
先
に
出
る
五
組
は

す
べ
て
出
香
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
残
り
の
香
は
す
べ
て
、「
角
総
」
の
香

が
後
に
出
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
香
が
終
わ
る
。
従
っ
て
、「
香

之
記
」
の
十
九
・
二
十
炷
目
の
答
え
を
記
入
す
る
欄
は
、必
ず
空
白
の
ま
ま

残
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本
と
全
く
同
じ
組
香
で
あ
る
。
組
香
の
意

図
も
、
蘭
之
園
本
に
「
注
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
章
に
ほ
ぼ
等
し

い
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

八
の
宮
の
一
周
忌
が
近
づ
き
、
宇
治
の
山
荘
で
は
残
さ
れ
た
姉
妹
が
五

色
の
糸
を
総あ
げ
ま
き角

に
し
て
い
た
。
巻
名
に
も
な
っ
た
総
角
と
は
糸
や
紐
の
結

び
方
で
、
輪
を
上
と
左
右
の
三
方
に
出
し
、
両
端
の
房
を
下
に
垂
ら
し
た

も
の
で
、
こ
こ
で
は
法
会
に
使
う
品
を
飾
る
た
め
で
あ
る
。

⎫｜⎬｜⎭

*
*

*

*

*

*
*

*

*
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薫
も
手
伝
い
に
訪
れ
、
思
い
を
寄
せ
て
い
る
姉
君
に
巻
名
歌
を
贈
っ
た
。

　
  

総
角
に
長
き
契
り
を
結
び
こ
め
同
じ
所
に
寄
り
も
合
は
な
む
（
⑤

二
二
四
頁
）

蘭
之
園
本
と
竹
幽
本
に
「
総
角
は
糸
の
結
び
目
、幾
度
も
同
じ
所
へ
巡
る
」

（
総
角
は
糸
の
結
び
目
が
何
度
も
同
じ
箇
所
に
来
る
）
と
あ
る
よ
う
に
、薫

は
姉
君
と
い
つ
ま
で
も
同
じ
所
に
い
た
い
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）
以
下
、本
文
は
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
〜
⑥
（
小

学
館
、
一
九
九
四
〜
一
九
九
八
年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
数
と
頁
数
を
（　

）

を
付
し
て
示
す
。
な
お
、
本
文
に
は
、
適
宜
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。

（
2
）『
源
氏
小
鏡
』
の
本
文
は
、岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
の
第
一
系
統
第
一
類
本
に
よ
る
。
蘭
之
園
本

が
そ
の
系
統
に
よ
る
こ
と
は
、武
居
雅
子
氏
が
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠

本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
9
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
で
論

考
さ
れ
た
。

（
3
）「
宇
治
の
宮
」
は
『
源
氏
物
語
』
に
も
『
源
氏
小
鏡
』
に
も
見
ら
れ
、宇

治
の
八
の
宮
を
指
す
。
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【
影
印
】
綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
四
十
四
丁
裏
）

（
四
十
五
丁
表
）

（
四
十
五
丁
裏
）
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（
四
十
六
丁
表
）

（
四
十
六
丁
裏
）

（
四
十
七
丁
表
）

（
四
十
七
丁
裏
）
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（
四
十
八
丁
表
）

（
四
十
八
丁
裏
）

（
四
十
九
丁
表
）

（
四
十
九
丁
裏
）
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（
五
十
丁
表
）

（
五
十
丁
裏
）

（
五
十
一
丁
表
）

（
五
十
一
丁
裏
）
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（
五
十
二
丁
表
）

（
五
十
二
丁
裏
）

（
五
十
三
丁
表
）

（
五
十
三
丁
裏
）
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（
五
十
四
丁
表
）

（
五
十
四
丁
裏
）

（
五
十
五
丁
表
）

（
五
十
五
丁
裏
）
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（
五
十
六
丁
表
）

（
五
十
六
丁
裏
）

（
五
十
七
丁
表
）

（
五
十
七
丁
裏
）
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（
五
十
八
丁
表
）

（
五
十
八
丁
裏
）

（
五
十
九
丁
表
）

（
五
十
九
丁
裏
）
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（
六
十
丁
表
）

（
六
十
丁
裏
）

（
六
十
一
丁
表
）

（
六
十
一
丁
裏
）



29 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（八）

（
六
十
二
丁
表
）

（
六
十
二
丁
裏
）

（
六
十
三
丁
表
）

（
六
十
三
丁
裏
）
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（
六
十
四
丁
表
）

（
六
十
四
丁
裏
）

※
橋
姫
香　

切
紙

※
橋
姫
香　

秘
記


